
 

 

令和７年度 法人本部 事業実績報告書 

 

１ 事業の実施状況 

事 業 項 目 実      績 

 

事業概況 

 

令和７年１２月３日に発生した当施設職員による身体的虐待事案に

より、北海道より介護保険法に基づく「勧告」を受けました。被害利用

者様・ご家族様をはじめ、関係各位に心よりお詫び申し上げます。 

現在、当法人では「虐待防止マニュアルの改訂」「定期的な研修の実

施」「人事異動による職場環境の改善」「見守りカメラの設置」等の再発

防止策に取り組んでおります。全職員が不退転の決意で虐待防止を徹

底し、安全・安心な施設運営と信頼の早期回復に努めております。 

 新施設がオープンして５期目に入り、令和７年度は、過去の実績を踏

まえ、高い目標を掲げて利用率拡大に取り組んできた。 

 最終利用実績（１日平均利用者数）は、多くの事業所で目標達成また

は前年度超えとなった。 

厚真リハビリセンターの生活介護は、目標値を１．５名上回る４８．

５名、同センター短期入所は、目標値を０．５名上回る１．５名、豊厚

園短期入所は、目標値を１．１名上回る４．１名となり、それぞれ目標

を達成した。一方、厚真リハビリセンター施設入所は、４６．２名、豊

厚園は７３．６名、あつまデイサービスセンターは９．８名、厚南デイ

サービスセンター（みんぐるを含む。）は１１．６名、あつま居宅介護

支援事業所は７５.８名となり、目標達成には届かなかったものの、概

ね前年度実績を上回る結果となった。 

その中で、豊厚園については、年度前半は高い利用率を維持していた

が、年度後半は退所者や職員の退職や休職者の発生などにより一時的

に職員不足となり、新規入所を一時見合わせた影響等もあり、利用率が

低下し３月には６６．０名まで落ち込んだ。８年度は、職員の補充によ

り迅速に入所調整と手続きを進め徐々にではあるが改善傾向に向かっ

ている。 

 利用状況の改善に努めた一方、職員の採用や給料のベースアップな

ど処遇改善を図ったことによる人件費の増加に加え光熱水費や食糧費

などの物価高騰の影響もあり、令和７年度当期活動増減差額（当期純損

益）は▲４２，９０４千円となり、令和６年度と比較し▲３７，４５２

千円で収支改善には至らなかった。８年度は、更なる収支改善に向けて 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営理念 

 

 

 

経営の基本 

（１） 利用者の自立支援 

 

 

 

 

（２） 健全経営の実現 

 

 

 

 

（３） 職場環境の充実 

 

 

 

 

 

 

利用率の向上と経費の節減に努めるよう職員一丸となって取り組んで 

いくこととした。 

職員の体制強化については、地域ニーズに応えるべく介護サービス

を維持するため、人材確保に努めているが、国内での求人活動のみでは

必要時に職員を確保するのが難しい状況が続いている。既存職員の業

務負担増による離職リスクを回避し、提供する介護の質を安定的に維

持・向上させるため、専門技能と日本語能力を兼ね備えた『 特定技能』

人材の採用が不可欠であると判断し、フィリピン人女性２名の採用を

決定した。 

 また、令和７年度は給料改定（ベースアップ）を図り、給与規程の改

定を行い、特別休暇制度の創設など給与面及び職場環境の両面で改善

に取り組んだ。 

 

 利用者の自己選択と自己決定を尊重し、個人の尊厳（個人の人格・人

としての権利）に配慮した良質かつ安全・安心なサービスを提供する社

会福祉事業の経営に努めている。 

 

 

 利用者一人ひとりの尊厳を尊重し、「利用者や家族が希望するサービ

ス」を個々人の障がい特性や要介護度に応じて、個別支援計画や施設サ

ービス計画を策定し、専門的支援を行い、利用者が安全で安心して楽し

い生活ができる施設・事業運営に努めている。 

 

 法人の主体性と自立を高め、社会規範を遵守し、社会福祉事業の主た

る担い手にふさわしい適正な法人運営に努めている。 

また、事業や予算の重点化、効率化、収入の確保を進め、安定した経営

や活力のある経営に努めている。 

 

北海道厚真福祉会・社会福祉施設・職員が果たすべき役割の認識を高

め、必要職員の配置、専門的な知識や技術の向上、職員待遇の向上に努

め、誇りをもって働くことができる魅力ある職場環境づくりに努めて

いる。 

 

 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

（４） 地域社会への貢献 

 

 

 

重点目標 

（１）年間利用者目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）法人運営 

 

 利用者や家族、厚真町民などに対して、身近にある福祉サービスの要

の役割を果たし、地域にとって必要不可欠な存在となる活動に努めて

いる。 

 

 

（単位：名） 

事業所名 

定

員 

延べ利用者数 平均利用者数 

目標 実績 達成率 
目

標 
実績 増減 

厚 

真 

リ

ハ 

生活

介護 
50 

12，345 13,043 105.7％ 47 48.5   1.5 

施設

入所 
17，155 16,850 98.2％ 47 46.2 △ 0.8 

短期 

入所 
2 365 552 151.2％  1 1.5 0.5 

豊 

厚 

園 

特養 80 27,040 26,851 99.4％ 74 73.6 △ 0.4 

短期

入所 
7 1,095 1,502 137.2％  3 4.1  1.1 

あつま 

デイ 
18 3,070 2,996 96.9％ 10 9.8 △ 0.2 

厚南デイ 

18 

3,684 3,532 95.9％ 11 11.6  0.6 

みんぐる 307 100 32.6％  1 0.3 △ 0.7 

あつま 

居宅 
- 960 910 94.8％ 80 75.8 △ 4.2 

 

・社会規範を遵守した効率的、効果的な法人・施設運営に努めた。 

・ホームページ等を活用し、法人・施設運営に関する情報公開に努めて

た。 

・地域公益活動事業を推進し、在宅の高齢者等の随時支援に努めた。 

・将来の施設運営を担う人材育成の研修（キャリアパス）等を実施し

た。 

   新規採用職員研修の実施（随時） 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）事業運営 

 

 

施設内外研修等の実施（随時） 

・職員待遇の改善を推進した。 

 ① 給与の改善 

  ・ 給料表を改定した。 

  ・ 給料表を改定し格付けを見直した。 

 ② 勤務体制の改善 

  ・ 完全週休２日制を一部導入した。 

  ・ リフレッシュ休暇を導入した。 

 ③ 介護職員等処遇改善加算を活用し、介護職員等処遇改善手当を

支給した。 

・利用者数に応じた介護・支援職員体制の確保に努めた。 

・全職員が各自の役割、責任に基づいた法人運営、施設サービスに努め

た。 

・予算の適正な執行及び経営の安定化 

① 障害福祉サービス等報酬・介護報酬改定、新施設整備資金借入金

返済計画に基づいた予算の編成と効率的な執行に努めた。 

 ② 利用者定員充足率の向上及び各種経費の節減に努めた。 

③ 新型コロナウイルス感染症に係る感染防護服等の備蓄及び基本

的感染防止対策の徹底に努めた。 

 ③ 介護職員等処遇改善加算を活用し、介護職員等処遇改善手当を

支給した。 

・利用者数に応じた介護・支援職員体制の確保に努めた。 

・全職員が各自の役割、責任に基づいた法人運営、施設サービスに努め

た。 

・予算の適正な執行及び経営の安定化 

① 障害福祉サービス等報酬・介護報酬改定、新施設整備資金借入金

返済計画に基づいた予算の編成と効率的な執行に努めた。 

 ② 利用者定員充足率の向上及び各種経費の節減に努めた。 

③ 新型コロナウイルス感染症に係る感染防護服等の備蓄及び基本

的感染防止対策の徹底に努めた。 

 

・個別支援計画・介護サービス計画策定会議を開催し、利用者に安心・

安全なサービスを提供した。（毎月） 

 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

 

 

（４）各種委員会 

① 事故防止委員会 

 

 

② 感染症対策委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 防災対策委員会 

 

 

 

④ 苦情解決委員会 

 

 

⑤ 権利擁護・虐待防止

委員会 

 

 

・新型コロナウイルス感染症対策に基づき９月１日から面会自由化（制

限解除）を実施した。 

・地域のボランティア等諸団体との連携に努めた。（随時） 

・施設開放や体験学習等による社会福祉事業の啓蒙活動に努めた。（随

時） 

 

 

・事故防止委員会を開催（毎月）し、転倒、転落、誤薬等の事故の検証

と再発防止対策等を実施した。 

 

・感染症対策委員会を開催（４、６、８、９、１０、２月）し、新型コ

ロナウイルス等の感染症発生予防対策、蔓延防止対策を実施した。 

・長期にわたり感染対策を強化してきたが、令和５年５月８日以降、

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが「５類」感染症

に変更されてから２年が経過し、当法人の現状の感染対策の課題を

ふまえ、利用者、家族との交流機会を確保するため、感染対策の見直

しを検討した結果、令和７年９月１日から面会自由化（制限解除）を

実施した。 

 

・総合避難訓練を２回実施（５、３月）し、防災対策を実施した。 

 夜間参集訓練を（１０月）に実施し、救急処置（ＡＥＤ）、ＢＣＰ、

自然災害等の対応について研修会を実施した。 

 

・利用者、家族等からの苦情・要望に対し、真摯に受け止め、解決に向

けて誠実かつ適切な対応を実施した。（苦情件数：１件） 

 

・利用者の権利擁護対策、虐待防止対策を実施した。 

法人における虐待防止に関する取組の状況 

（１）採用時における虐待防止マニュアルによる研修の実施（個別） 

（２）虐待防止に関する研修会の開催（年１回） 

（３）虐待に関する職員のセルフチェック調査の実施（年２回） 

（４）権利擁護・虐待防止委員会の開催（年２回） 

（５）各事業所におけるミーティング等での虐待防止に関する指導の

実施 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

⑥ 給食運営委員会 

 

 

⑦ 特別委員会 

 

 

⑧ 広報委員会 

 

 

 

⑨ 衛生委員会 

 

・給食運営委員会を開催（毎月）し、利用者の状況に対応した食事、季

節感に富んだ食事、嗜好調査結果に基づいた食事の提供をした。 

 

・特別委員会を開催（随時）し、法人全体行事（納涼の会、サマーフェ

スタ）の企画、運営、職場内研修参加を実施した。 

 

・ホームページや「厚真福祉会だより」の発行（４、７、１０月）を通

じて、厚真町民やご家族に対し、利用者の近況報告や法人業務のＰＲ

等を行った。 

 

・衛生委員会を開催（毎月）し、職員の安全と健康の確保、職場環境の

改善を推進した。 

 

  



２ 法人役員・評議員の状況（令和８年３月末日現在） 

役員任期 ：令和７年６月２０日～令和９年６月定時評議員会終結時 

評議員任期：令和７年６月２０日～令和１１年６月定時評議員会終結時 

 

（１）法人役員（定数 理事６名・監事２名） 

役職名 氏名 当初就任年月日 職業 推薦団体 備考 

理 事 長 近藤 泰行 令和３年６月２１日 前厚真町副町長 学識経験者  

常務理事 吉田 良行 令和６年６月２０日 
北海道厚真福祉会 

センター長 

北海道厚真福祉会 

 

 

理 事 加藤 恵子 令和５年６月２１日 無職 
厚真町民生児 

童委員協議会 

R7.11.26 

辞任 

理 事 高田 芳和 令和３年６月２１日 厚真町議会議員 学識経験者  

理 事 兵頭 利彦 令和３年６月２１日 

とまこまい広域 

農業協同組合 

前常勤監事 

とまこまい広 

域農業協同組合 

 

 

理 事 山野下 誠 令和３年６月２１日 
厚真町社会福祉 

協議会 事務局長 

厚真町社会福祉 

協議会 

R8.3.31 

辞任 

理 事 山路 美幸 令和７年１２月２６日 無職 
厚真町民生児 

童委員協議会 

R7.12.26 

就任 

監 事 金子 洋巳 令和元年６月１１日 会社員 学識経験者  

監 事 佐藤 照美 令和３年６月２１日 
厚真町交通安全推 

進委員会 推進員 

学識経験者  

 

（２）評議員（定数７名） 

役職名 氏 名 当初就任年月日 職 業 推薦団体 備 考 

評議員 浅野 美樹 令和７年６月２０日 農業 厚真福祉会家族会  

評議員 上田 輝子 令和７年６月２０日 厚真町商工会理事 厚真町商工会理事  

評議員 加藤 昌實 令和３年６月２１日 無職 新町自治会  

評議員 河村 忠治 平成３１年１月２２日 農業 
厚真町老人クラブ

連合会 

R8.3.31 

辞任 

評議員 富永 洋子 令和７年６月２０日 洋裁業 
厚真町身体障害者 

福祉協会厚真支部 
 

評議員 宮西 純子 令和３年６月２１日 農業 
とまこまい広 

域農業協同組合 

 

 

評議員 山路 秀丘 令和７年６月２０日 無職 
厚真町社会福祉 

協議会 

 

 

  



 

（３）評議員選任解任委員（定数３名） 

役職名 氏 名 当初就任年月日 職 業 備  考 

委  員 中田 元次 令和３年６月２１日 無職 元法人監事 

委  員 金子 洋巳 令和３年６月２１日 会社員 法人監事 

委  員 中島  巧 令和７年６月２１０ 北海道厚真福祉会 豊厚園長 

 

（４）顧問 

役職名 氏 名 当初就任年月日 職 業 備  考 

顧 問 大西 武雄 平成２９年６月１３日 無職 元理事 

 

３ 理事会及び評議員会の開催状況 

（１）理事会 

区分 開催日 開催場所 総数 出席数 主 な 議 題 

第１回 Ｒ７.５.２７ 
北海道厚

真福祉会 
６ ６ 

事業報告、理事長・常務理事の職務の執行状

況報告、監査報告、６年度事業実績報告、６

年度決算報告、次期理事・幹事・評議員候補

者の選任、定時評議員会の招集 

第２回 Ｒ７.６.２０ 
北海道厚

真福祉会 
６ ６ 

選任された役員・評議員について、理事長の

選定、常務理事の選定 評議員選任・解任委

員会の選定 

第３回 Ｒ７.８. ７ 
北海道厚

真福祉会 
６ ６ 

事業報告、理事長・常務理事の職務の執行状

況報告、監査報告、厚南デイサービスセンタ

ーの指定管理の解除に関する経過報告、臨時

評議員会の招集 

第４回 Ｒ７.１１.２８ 
北海道厚

真福祉会 
６ ４ 

上半期事業報告・事業実績報告、上半期収支

報告・年間収支決算見込み、理事長・常務理

事の職務の執行状況報告、監事・独立監査人

監査報告、あつまデイサービスセンターの運

営、居室エアコン設置工事、給与規程の一部

改定、就業規則の一部改定、懲戒規程の一部

改正、育児休業等規則の一部改正 

第５回 Ｒ７.１２.２６ 
北海道厚

真福祉会 
６ ４ 

利用者に対する虐待（虐待の疑い）に関する

報告、居室エアコン設置工事入札結果、理事

候補者の選任、居室エアコン設置工事請負契

約 

  



 

区分 開催日 開催場所 総数 出席数 主 な 議 題 

第６回 Ｒ８.３.２６ 
北海道厚

真福祉会 
６ ５ 

利用者に対する虐待（虐待の疑い）に関す

る報告、事業報告、理事長・常務理事の職

務の執行状況報告、監査報告、７年度第１

次補正予算、８年度事業計画、８年度資金

収支予算、給与規程の一部改定、キャリア

パス制度実施要領の一部改定、就業規則の

一部改定、懲戒規程の一部改正、施設長等

の選任及び解任 

 

（２）評議員会 

区分 開催日 開催場所 総数 出席数 主 な 議 題 

定時 Ｒ７.６.２０ 
北海道厚

真福祉会 
７ ５ 

６年度事業報告・事業実績報告、監査報告、

７年度事業計画及び予算、６年度決算報告、

理事及び監事候補者の選任 

第１回 

臨 時 
Ｒ７.１１.２８ 

北海道厚

真福祉会 
７ ７ 

上半期事業報告・事業実績報告、上半期収支

報告・年間収支決算見込み、理事長・常務理

事の職務の執行状況報告、監事・独立監査人

監査報告、あつまデイサービスセンターの

運営、居室エアコン設置工事、 

第２回 

臨 時 
Ｒ７.１２.２６ 

北海道厚

真福祉会 
７ ６ 

利用者に対する虐待（虐待の疑い）に関する

報告、居室エアコン設置工事入札結果、居室

エアコン設置工事請負契約、理事候補者の選

任 

 

４ 評議員選任・解任委員会の開催状況 

開催日 開催場所 総数 出席数 主 な 議 題 

Ｒ７.６.１２ 
北海道厚

真福祉会 
３ ３ 

評議員候補者の選任 

  



 

５ 監事等による監査実施状況 

（１）監事 

区分 監査月日 監査対象期間 主 な 議 題 改善意見 

第１回 Ｒ７.５.１５ ６年度事業・会計全般 

６年度事業報告・各会計資金収支

計算書・事業活動収支計算書・貸

借対照表・財産目録、利用者の金

銭等管理 

適正 

第２回 Ｒ７.７.２２ ７年度第１・四半期 
７年度事業運営・各会計経理・資

産管理 

適正 

第３回 Ｒ７.１１.１９ ７年度第２・四半期 
７年度事業運営・各会計経理・資

産管理、利用者の金銭等管理 

適正 

第４回 Ｒ８.３.１１ ７年度第３・四半期 
７年度事業運営・各会計経理・資

産管理 

適正 

 

（２）公認会計士 

区分 監査月日 監査対象期間 主な議題 改善意見 

第１回 Ｒ７.５.１２ ６年度会計全般 

６年度各会計資金収支計算書・事

業活動収支計算書・貸借対照表・財

産目録 

適正 

第２回 Ｒ７.１１.１８ ６年度上半期会計全般 

７年度上半期各会計資金収支計算

書・事業活動収支計算書・貸借対照

表 

適正 

 



令和７年度 事業実績報告書 

 

施設名 厚真リハビリセンター 

事 業 項 目 実      績 

 

事業方針 

障害者支援施設厚真リ

ハビリセンターは、法人の

経営理念に基づき、利用者

の自己選択と自己決定を

尊重し、個人の尊厳に配慮

した良質かつ安全・安心な

サービスの提供に努める

とともに、健康の維持・増

進、日常生活能力の維持・

向上、創作活動の充実・活

性化等の自立支援の向上

に努めます。また、安定的

な施設運営を図るため、身

体障害中心の施設運営か

ら知的障害や精神障害の

ある方の利用促進に努め

るとともに、市町村や医療

機関、相談支援事業所等の

関係機関に対し積極的な

情報発信を行い、利用者の

定員満床とショートステ

イの利用拡大を目指しま

す。また、感染症から利用

者を守るため、日常的な健

康観察を徹底し、感染症の

早期発見と監視体制の強

化に努めるとともに、利用

者の権利擁護や虐待を未

然防止する体制の強化に

努め、安全・安心な生活環

境の提供に努めます。 

 

 

 

１ 障害者支援施設厚真リハビリセンターは、法人の経営理念に基づ

き、利用者の自己選択と自己決定を尊重し、個人の尊厳に配慮した

良質かつ安全・安心なサービスの提供に努めるとともに、健康の維

持・増進、日常生活能力の維持・向上、創作活動の充実・活性化等

の自立支援の向上に努め、また、安定的な施設運営を図るため、身

体障害中心の施設運営から知的障害や精神障害のある方の利用促進

に努めるとともに、市町村や医療機関、相談支援事業所等の関係機

関に対し積極的な情報発信を行い、利用者の定員満床を達成し、シ

ョートステイの利用拡大に努めた。また、感染症から利用者を守る

ため、日常的な健康観察を徹底し、感染症の早期発見と監視体制の

強化に努めるとともに、利用者の権利擁護や虐待を未然防止する体

制の強化に努め、安全・安心な生活環境の提供に努めた。 

 

【入退所者の状況】 計 新規入所８名 退所６名 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

入 所 ２名 １名 ０名 ０名 ０名 ０名 

退 所 ２名 ０名 １名 ０名 ０名 ０名 

在 籍 ４８名 ４９名 ４８名 ４８名 ４８名 ４８名 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

入 所 １名 ２名 ０名 １名 １名 ０名 

退 所 ０名 １名 １名 ０名 １名 ０名 

在 籍 ４９名 ５１名 ４９名 ５０名 ５０名 ５０名 

 

【ショートステイの利用状況】 計 ５５２名 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

人 数 ６名 ４名 ７名 ７名 ４名 ６名 

延人数 ４６名 ４５名 ６４名 ５８名 ３９名 ３２名 

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

人 数 ７名 ４名 ８名 ７名 ６名 ７名 

延人数 ５６名 ３５名 ５１名 ３９名 ３７名 ５０名 
 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

重点目標 

１ 個別支援計画（ケアプ

ラン）に基づく個々の障

害特性に対応した適切

なサービスの提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 利用者の自立支援と

地域移行を目指した生

活支援 

 

 

 

 

 

３ 食事の提供 

 

 

・ サービス管理責任者が中心となり、利用者の自己選択・自己決定を

尊重した支援計画を作成し、利用者ニーズに沿ったサービスの提供に

努めた。 

 

【個別支援計画・機能訓練実施計画策定会議実績】 計 １１４名 

開催月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

人 数 ９名 １１名 ９名 ０名 １８名 ８名 

開催月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

人 数 １０名 ０名 ２１名 ０名 １９名 ９名 

 

【栄養ケア計画策定会議実績】 計 １０７名 

開催月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

人 数 ９名 １０名 ７名 ０名 １６名 ７名 

開催月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

人 数 １１名 ０名 ２１名 ０名 １９名 ７名 

＊７月、１１月、１月感染対策のため翌月に実施した。 

 

・ 利用者の健康とＡＤＬの維持・向上を目的とした活動支援を行うと

共に、生きがいや楽しみとなるレクリエーションや創作活動等の日中

活動支援の充実に努めた。 

・ 利用者が自主的に行う季節行事やお茶会などの自治会活動に対し、

個々のエンパワメントを促進する観点から必要な支援に努めた。 

・ 相談支援事業所と連携し、地域生活移行希望者に必要な情報提供等 

の支援に努めた。 

 

・ 利用者が健康に過ごしていただく為の「個別栄養ケア計画」を作成

し、個々の栄養マネジメントを実施した。 

・ 季節に合ったメニューや旬の素材を使った食事を提供した。 

４月２４日 春の味覚料理 山菜おこわ、お吸い物、天ぷら３種、 

               菜の花の錦糸和え、いちごババロア 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

５月 ５日 端午の節句 天丼、がんもの煮物、錦糸和え、 

抹茶ババロア 

７月２４日 土用の丑の日 うな丼、お吸い物、冷や奴、漬物、 

オレンジゼリー 

８月 １日 法人認可記念日 赤飯、すまし汁、鶏肉の照り焼き 

                いんげんのツナマヨ和え、すいか 

  ８月２７日 焼き肉の日 おにぎり、ジンギスカン、イカ串、 

フランクフルト、キムチ 

９月１２日 サマーフェスタ いなり寿司、のり巻き、豚汁、 

たくあん、ミニシュークリーム 

  ９月１７日 敬老会 ちらし寿司、お吸い物、茶碗蒸し、ほうれ 

ん草のごま和え、梨  

１０月１５日 バイキング食 おにぎり 3種、きのこ汁、天ぷら３

種、南瓜グラタン、サーモンマリネ、柿・梨 

１１月２６日 海鮮たたき丼の日 海鮮たたき丼、豚汁、南瓜の煮

物、とろろ芋、青りんごゼリー 

１２月２５日 クリスマス会 握り寿司、南瓜グラタン、レタスの

シーザーサラダ 

１２月３１日 年越し ご飯、そば汁、天ぷら 2種、ふきの煮物 

もやしの中華和え 

１月 １日 お正月料理 ご飯、お吸い物、鶏肉のさっぱり煮、 

              南瓜の煮物、刺身盛り合わせ、青りん

ごｾﾞﾘｰﾎｲｯﾌﾟのせ 

２月 ３日 節分 のり巻き、いなり寿司、具沢山汁、茶碗蒸し 

           大豆五目煮、抹茶ババロア 

  ２月１８、１９日 餃子の日 ご飯、焼き餃子、きゅうり漬・ 

                キムチ、はっさく 

３月 ３日 ひな祭り ちらし寿司、お吸い物、炊き合わせ、 

             茶碗蒸し、いちごババロア 

・ 食事形態を検証し、利用者個々の嚥下状態に合わせた食事の提供

に努めた。（３６名 延７６回） 

・ 利用者に食事の大切さや栄養に関する興味と知識を持ってもらう

為、季節行事メニューの由来等を記載したポスターやチラシを食堂

に掲示した。(計１４回) 

 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

４ 機能訓練の実施 

 

 

 

 

５ 感染症防止対策と健

康管理の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 協力病院・その他の

医療機関との連携 

 

７ 権利擁護・虐待防止

の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ ヒヤリハット・事故防

止の取り組み 

 

 

 

・ 利用者の心身の状況に合わせた「個別機能訓練計画」を作成し、身

体機能の維持と日常生活能力の向上に繋げるための訓練を実施した。

訓練士と生活支援員等で集団リハビリを実施し、利用者の活動性向上

に努めた。 

 

・ 感染症等から利用者を守るため、利用者、職員、家族、外部関係者

等に対する基本的感染防止対策を徹底に努めるとともに、法人内感染

対策委員会と連携し感染症対策に努めた。 

・ 利用者のご家族や地方の方が自由に入館でき、いつでも面会や交流

が出来る体制づくりに努めた。 

・ 年二回の定期健康診断、定期検査（採尿・採血）を実施した。 

二次性疾患（既存の疾患の憎悪やそのことで新たに発生した疾患）の

早期発見のために、日々の健康状態の把握と精神的な支援を行ってい

る。また、長期臥床による身体機能低下（特に循環障害や褥瘡等）の

予防のため、離床支援に努めた。 

・ 嚥下機能低下に伴う誤嚥性肺炎の予防を考慮した口腔ケアと低栄

養、脱水等を防止するための摂食・嚥下ケアを実施した。 

 

・ 利用者の急変等による協力病院等の医療機関への受診・入院や往診、

迅速な対応と医師等への情報提供に努めた。 

 

・ 職員倫理綱領に基づき、職員一人ひとりが高い倫理観を持ち、利用

者やその家族の方々の信頼獲得と秘密保持に努めた。 

・ 法人内の身体的虐待事案の発生を踏まえ、権利擁護・虐待防止の取 

り組みを行った。 

  虐待セルフチェック 令和７年１０月、令和８年３月（２回実施） 

  職員面談実施 令和７年１２月 職員３３名 

 障害種別に応じた適切な支援方法について検討 

  施設内研修の実施 令和８年１月２２日 職員３５名 

「生活支援員の倫理について」グループワーク実施  

  

・ 利用者一人ひとりの心身の状況を的確に把握した支援体制を構築

し、事故の未然防止に努めた。 

・ 事故が発生した場合は、速やかに対応し、その検証結果を職場全体

で共有し、再発防止に努めた。 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

９ 利用者・家族からの

要望、苦情相談等 

 

10 職員の知識と技術の

向上を図る計画的な取り

組み 

 

・ 利用者やその家族からの要望や苦情相談等に対し、真摯に受け止め、

迅速かつ適切に対応した。(苦情、苦情相談件数：０件) 

 

・ 職員の資質向上と能力開発を目指すとともに、支援者としての強い

使命感を持つ職員の育成を図ることを目的として、職員研修の充実に努

めた。 

【内部研修実績】 計１０件 延べ３２８名 

【外部研修実績】 計１２件 延べ２０名 
 

実施月日 研 修 名 人数 

５月１４日 ＢＣＰについて ３２名 

６月２６日 食事介助について ３２名 

７月３１日 権利擁護・虐待防止について ３２名 

８月３０日 精神・知的・発達障害について ３２名 

１０月２１日 ＢＣＰについて ３２名 

１０月３０日 感染対策について ３１名 

１１月２８日 
メンタルヘルス・アンガーマネジメン

トについて 
３２名 

１月２２日 事故防止について ３５名 

１月２２日 権利擁護・虐待防止について ３５名 

３月２３～３０

日 
緊急時の対応について ３５名 

実施月日 研 修 名 人数 

７月２８日 
北海道身体障害者福祉施設 

ケアガイドライン研修 
２名 

８月２０日 さぽゼミ 意思決定支援について ４名 

８月３０日 北海道高次脳機能障害支援養成研修 １名 

９月２６日 
北海道身体障害者福祉施設協議会 

施設長研修 
１名 

９月１１、１２日 
第４７回全国身体障害者施設協議会 

研究大会 
２名 

１０月３日 
胆振圏域福祉人材育成講座 

「統合失調症を理解するために」 
２名 

１１月１５日 北海道高次脳機能障害支援養成研修 １名 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 
 

実施月日 研 修 名 人数 

１１月２１日 介護現場生産性向上講習会 ２名 

１２月２日 令和７年度東胆振圏域地域移行研修会 １名 

１月２３日 さぽゼミ 職員のための防災研修 ２名 

２月１８日 
北海道身体障害者福祉施設 

研究セミナー 
1名 

２月２７日 北海道虐待防止・権利擁護研修 １名 

 



令和７年度 事業実績報告書 

 

施設名 豊厚園 

事 業 項 目 実      績 

 

事業方針 

 特別養護老人ホーム豊

厚園は、法人の経営理念

に基づき利用者と家族が

安心できる安全なサービ

スを提供するため、日頃

からサービス内容を点検

し、安定した最良のサー

ビスを提供するとともに

地域が必要とする多様な

ニーズに即したサービス

を提供できるよう関係団

体と連携を図ります。 

また、災害や感染症対策

を強化するとともに、利

用者が笑顔で健康的な毎

日を過ごせるよう運動プ

ログラムや余暇活動など

特色のあるサービスを提

供します 

 

 

 

特別養護老人ホーム豊厚園の利用者が穏やかで安心した生活を送るこ

とができるよう、職員一人一人が真心のこもったきめ細かなサービスの

提供に取り組んできた。しかしながらそのさなか、当園職員による身体

的虐待事案が発生し、北海道より「勧告」を受けるに至った。 被害に遭

われた利用者および家族、ならびに関係機関に対し多大な多大なる苦痛

と迷惑をかけたことを深く反省し、組織としてその責任を重く受け止め

ている。 

現在、本事案を施設全体の最優先課題として二度とこのような事態を

繰り返さないよう、外部専門家の知見も取り入れながら全職員の意識改

革と職場環境の改善、指導体制の強化に全力を挙げて取り組んでいる。 

一方で、地域におけるセーフティネットとしての役割を果たすべく、

自宅等での生活が困難となった入所希望者への支援を継続した。関係団

体や医療機関等との緊密な連携を維持し、個々の心身の状況に応じた適

切な入所判定および受け入れ態勢の整備を実施した。今後も、信頼回復

に努めるとともに、地域福祉の拠点としての責務を全うする。 

 

【入退所者の状況】入所者計：１６名 退所者計：１９名 

 月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

入 所 ３名 ４名 １名 ２名 ２名 ０名 

退 所 ０名 １名 １名 ３名 ０名 １名 

在 籍 ７６名 ７９名 ７９名 ７８名 ８０名 ７９名 

 月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

入 所 １名 ０名 ２名 ０名 ０名 １名 

退 所 ０名 ２名 ４名 １名 ３名 ３名 

在 籍 ８０名 ７８名 ７６名 ７５名 ７２名 ７１名 

 

【ショートステイの利用状況】延べ利用者数：１，５０２名 

 月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

人 数 ３名 ５名 ４名 ７名 ７名 ６名 

延人数 ４６名 ５８名 ７３名 １０９名 １１１名 １００名 
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重点目標 

１ 感染防止対策の取り

組み 

 

 

 

 

２ 利用者の尊厳に配慮

したサービスの提供 

 

 

 月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

人 数 １０名  ８名 ９名 ９名 ９名 ８名 

延人数 １２０名 １４５名 １８８名 ２０１名 １７０名 １８１名 

 

 

感染症対策委員会と連携し感染対策に努めていたが、令和７年９月１

１日に利用者８名の新型コロナウイルス感染症の陽性を確認。その後感

染が拡大し、最終的に職員５名、利用者２９名（ショートステイ利用者

含む）の集団発生となった。ゾーニングや医療連携により、施設入居中

の罹患者は重度化せず、９月２７日に収束した。 

 

① サービス計画書に基づき、介護（身体介護、余暇活動等）・看護（健

康管理、救急時対応等）・栄養管理（嗜好調査、治療食提供等）・訓練

（個別、集団訓練の実施等）・相談（利用者及び家族からの施設 

に関する相談等）による利用者個々の状態に応じた各種サービスを提 

供した。 

② 自分で決定することが可能な利用者に対しては、自己選択・自己決

定ができるよう努めた。また、自己決定が困難な利用者には、家族の

意向を反映したサービスを提供した。 

③ 新型コロナウイルス感染症やその他の感染予防に留意しながら、外出

及び面会を実施した。また、９月１日から面会者が居室等で自由に面会

できるよう配慮し利用者と家族の生活の質の向上を図った。 

 

【外出者数】計８６件 

 月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

件 数  ７件 １０件 １０件  ４件 １８件  ２件 

 月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件 数  ６件 ４件 ９件 ８件 ４件 ４件 

 

【面会者数】計３，３１３名 

 月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

人 数 １９６名 ２３３名 ２３７名 ２３８名 ２９９名 １００名 
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３ 安心・安全な生活環境

の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自己決定権に配慮し

たサービス提供 

 

 

 月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

人 数 ３２９名 ３５２名 ３６４名 ３６１名 ２７５名 ３２９名 

 

① 入居者の心身状態の情報を共有するため、日中勤務者と夜間勤務者が

情報を的確に引き継ぐとともに、各種記録を整備し、安心・安全な生活

環境の提供に努めた。 

② 事故予防対策として、事故やヒヤリハットの発生時に原因を十分に究

明し対策を検討するとともに、検討内容を全職員に周知徹底し再発防止

に取り組んだ。また、定期的に施設内に危険箇所がないか点検し問題箇

所は改善した。 

③ 導入から２０年間稼働した特殊浴槽を令和８年２月に安全で質の高い

入浴環境を安定的に供給するため JKA補助事業を活用し更新した。 

 

① 食事に関しては、管理栄養士が利用者から随時聞き取りするほか利用

者からの申し出により食事形態の変更や代替食を提供した。 

また、行事食や献立の希望を聴取し利用者の個々の希望が反映され

るよう積極的に取り組んだ。 

② 施設内で実施される行事を案内し、希望者が参加できるよう取り組ん

だ。 

 

【行事実績】計１３件 延べ５７８名 

実施日 内 容 人数 備 考 

４月３０日 買い物・ドライブ ５名 苫小牧市・支笏湖 

５月５～６日 花見ドライブ ２０名 厚真町・安平町 

５月５～６日 かわり湯 ５３名 菖蒲湯 

５月２１・２８日 菜の花ドライブ ２３名 安平町 

６月１８日 お茶会 ７６名 ﾌﾚﾝﾁﾄｰｽﾄ 

７月９日 ジャムづくり ２名 ﾊｽｶｯﾌﾟｼﾞｬﾑ 

７月２３日 夏祭り ８２名 食事・ゲーム 

９月１０日 お茶会 ７９名 南瓜団子 

９月１５日 運動会 ７６名 機能訓練室 

１０月２２・２９日 紅葉ドライブ １４名 厚真神社 

１１月７日 文化祭見学 ８名 厚真福祉センター 
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５ 施設サービス計画書

の立案・実践の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 職員の知識と技術の

向上を図る計画的な取

り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日 内 容 人数 備 考 

１２月２４日 クリスマス会 ７２名 食堂 

１月７日 新年会 ６８名 日本舞踊ボランティア 

 

サービス担当者会議の結果を基に個々のサービス計画書を作成し、より

良いサービス提供に取り組んだ。 

 

【サービス担当者会議実績】計３２２件 

 月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

件 数 ３２件 ３３件 ２１件 ３１件 ３２件 ２７件 

 月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件 数 ２５件 ２９件 ２３件 ２７件 ２７件 １５件 

 

計画的に研修会に参加し、職員の知識と技術の向上を図った。 

【内部研修】計１１件 延べ１６８名 

実施月日 研修名 人数 

６月２２日 感染症研修 ３３名 

７月１２日 口腔衛生管理について ８名 

８月２２日 見取り介護研修会 ３３名 

１１月５・６日 介護技術向上研修 １６名 

１１月１２日 感染症対策研修会（法人研修） ８名 

１１月２９日 口腔衛生に関する研修 ８名 

１月７日 虐待防止研修会 １１名 

２月５日 褥瘡予防研修会 ２２名 

２月２５日 認知症に関する研修 ４名 

３月１８日 虐待防止・権利擁護研修 ２５名 

 

外部研修】計１０件 延べ２０名 

実施月日 研修名 開催地 人数 

７月２８日 
生産性向上ビギナー 

セミナー 
オンライン ４名 

８月８日・２８日 介護支援専門員更新研修 オンライン １名 
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７ 認知症ケアの実践 

 

 

 

８ 権利擁護・虐待防止の

取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 利用者・家族からの要

望、苦情相談等 

 

実施月日 研修名 開催地 人数 

９月１０日 メンタルヘルス講習会 オンライン １名 

１０月１４日 接遇講習会 オンライン １名 

１１月１３日 
たん吸引等研修 実地研

修指導者講習 
札幌市 １名 

１１月２１日 
AI活用入門セミナー 

介護現場の生産性向上 
苫小牧市 ２名 

１１月２９日 
介護ロボット展示会 

介護現場の生産性向上 
厚真町 ２名 

１２月１～１９日 高齢者虐待防止推進研修 オンライン ６名 

３月６日 
日胆地区老人福祉施設職

員研修会 
苫小牧市 １名 

３月２５日 
日胆地区老人福祉施設施

設長研修会 
苫小牧市 １名 

 

認知症を抱える入居者に対して、馴染みの職員による「肌理細かで真心

のこもった介護」を実施するため、フロアごとによるサービスを提供し

た。 

 

権利擁護と虐待防止に努めていてが、令和７年１２月３日に当施設にお

いて介護職員による身体的虐待事案が発生した。本事案を組織全体の重大

な課題と捉え、発生後直ちに状況把握を行うとともに行政機関に報告し原

因究明を行った。組織風土の抜本的な見直しに着手し再発防止に取り組ん

だ。定期的な身体拘束・虐待防止委員会の実施。 

虐待防止強化月間 

令和７年７月１日～８月３１日「敬語で話しましょう」 

令和８年２月１日～３月３１日「ちょっと待って」を卒業して安心を届

ける「あと〇分」へ 

虐待セルフチェック 令和７年１０月、令和８年３月（２回実施） 

職員面談実施 令和７年１２月 職員３０名 

 

 相談しやすい環境を整え、苦情の申し出に対応した。（苦情件数１件） 
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10 防災対策への取り組 

 み 

 

 

 

 

 

防災意識の向上を目的に災害に関する基礎知識の習得や防災対策全般

の意識向上に取り組んだ。 

【実施状況】 

 総合避難訓練 令和７年５月１４日 

夜間参集訓練 令和７年１０月２０日 

※救急処置、BCP、自然災害研修会 

 自然災害想定避難訓練 令和８年３月１８日 

 



令和７年度 事業実績報告書 

 

施設名 あつまデイサービスセンター 

事 業 項 目 実      績 

 

事業方針 

あつまデイサービスセンターでは、利用者が

安全で安心できる日常生活を営むことができる

よう利用者や家族のニーズに応じた自立支援を

行なうため実状に即したサービスを提供しま

す。 

また、感染症の予防対策を継続するとともに、

利用者にとって良質なサービスを提供するた

め、家族等と情報交換するほか、全職員が介護

の知識と技術を高め専門性のある支援が実践で

きるよう人材育成に取り組みます。 

 

 

重点目標 

１ 通所介護、第１号通所事業の提供 

（１） 通所介護計画書及び第１号通所介護計

画書の作成並びにサービスの提供 

① ケアプラン会議の開催（経過状況及

び評価検討の実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

慣れ親しんだ町で在宅生活を送ることができる

よう利用者の自立を目的とした個別ケアに取り組

んだ。 

営 業 日 月～土曜日 週６日 

時 間 １０時００分～１５時３０分 

利用者数 １１．９名（１日平均） 

登 録 者 ４０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ケアプラン会議の開催 

利用者個々の介護予防等の計画を作成した。 

[開催状況] 

月 件数 備    考 

４ １ 〔会議参加者数〕 

６名（デイ職員） ５ １ 

６ １ 

７ １ 

８ １ 

９ １ 

１０ １ 

１１ １ 

１２ １ 

１ １ 
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② サービス担当者会議等で、必要な

情報の収集と提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 機能訓練によるＡＤＬの維持・向上支 

   援 

① 居宅サービス計画書及び介護予防計

画書に基づく支援の実施。 

 

月 件数 備    考 

２ １  

３ １  

合 計 １２  

 

サービス担当者会議等を開催し利用者の自己選択

と自己決定を尊重したサービス計画を作成し、計画

に沿ったサービスを提供する外、利用者の情報提供

に努めた。 

 

[開催状況] 

月 計画作成数 参加者 

４ ４ （本人、家族、介護支援専

門員、地域包括支援センタ

ー職員、関係事業所職員

等） 

５ ６ 

６ ７ 

７ ２ 

８ ４ 

９ ７ 

１０ １４ 

１１ ３ 

１２ ８ 

１ ４ 

２ １０ 

３ ※３ 

合 計 ７２ 

・ 担当者会議に参加出来ないときは利用状況等

の報告、照会を行っております。 

※ ３月 厚南デイサービスからあつまデイサー

ビスへの移行契約の数（２４名）は除いています。 

 

利用者の日常生活動作（ＡＤＬ）が維持され、安

定した生活を送ることができるよう居宅サービス

計画書や介護予防計画書に基づき利用者が取り組

みやすいゲーム等や歩行訓練に取り組んだ。 
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② 関係機関と連携し個々の機能に

応じたサービスを実施。 

 

２ 個別ケアへの取り組み 

（１） 個別ケア 

① 利用者を適切に支援することを目

的に利用者個々の情報を共有する共

有会議を定期的に開催する。 

 

 

 

 

 

② 利用者の特性に応じたコミュニケ

ーション技法の統一化を図る。 

 

 

③ 認知症ケアに関する施設内研修会

を開催する。 

 

 

 

 

 

（２） アクティビティの取り組み 

個別の通所介護計画書に基づき、個別

又は小集団活動等の機会を提供します。 

 

 

また、毎月実施している厚真町地域リハビリテーシ

ョン活動支援事業として、丸山ＰＴによる運動教室

を実施、振り返りを通じて日常的にサービスとして

提供できるよう努めた。 

 

利用者、家族や担当ケアマネから通院や服薬の心

身状況に関する情報を収集し健康管理に努めた。 

 

 

 

利用者個々の日常生活動作（ＡＤＬ）や身体状況

の変化等について、職員間で情報を共有するため定

期的に会議を開催（職員間での情報共有）するほか、

必要の都度、会議を開催する等、全員が共通の認識

で対応した。 

定例会議 毎月１回 

参 加 者 職員６名 

 

利用者が職員に心を開きやすく、何よりも安心し

て過ごせるよう利用者に対する職員のコミュニケー

ション方法を統一して、対応した。 

 

職員個々が認知症ケアに対して、統一的な考えの

もとにチームケアを行うことが肝要であるため、施

設内で認知症ケアに関する勉強会の開催を企画して

いる。 

参加職員数 ６名 

実 施 日 令和８年２月２５日 

 

［実施状況］ 

月 内     容 

 ４ 
調理レク、ブロンゴゲーム、スカットボール、

ピンポン缶ゲーム、輪投げ、ボーリング 
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３ 健康管理について 

（１） 必要に応じて情報を収集（通院、服薬状

況、治療経過、自宅環境、記録の整備）し、

健康管理に努めます。 

（２） 利用日に体調を確認し、利用者の健康

管理に努めます。 

 

月 内     容 

５ 
缶釣り、玉入れ、ゲーゴールゲーム、ブ

ロンゴゲーム 

６ 
スカットボール、ピンポン缶ゲーム、輪

投げ、ゲーゴールゲーム、缶釣り 

７ 
夏祭り、玉入れ、ボーリング、ブロンゴ

ゲーム、スカットボール 

８ 
ピンポン缶、輪投げ、ゲーゴールゲーム、

玉入れ 

９ 
敬老会、ボーリング、ブロンゴゲーム、

スカットボール、ピンポン缶、輪投げ 

１０ 
ゲーゴールゲーム、玉入れ、ボーリング、

ブロンゴゲーム、文化祭作品つくり 

１１ 
スカットボール、ピンポン缶、輪投げ、

ゲーゴールゲーム、 

１２ 

玉入れ、ボーリング、ブロンゴゲーム、

スカットボール、ピンポン缶、クリスマ

ス会 

１ 
輪投げ、ゲーゴールゲーム、玉入れ、ボ

ーリング、新年会 

２ 
ブロンゴゲーム、スカットボール、ピン

ポン缶、輪投げ、すごろく、節分 

３ 

ゲーゴールゲーム、玉入れ、ボーリング、

ブロンゴゲーム、スカットボール、すご

ろく、ひな祭り 

 

 

感染症の予防対策として、迎え時に利用者の体

温・体調等を確認するとともに家族の健康状態も確

認する等、感染予防や健康管理に努めている。利用

者が体調不良の時には、家族やケアマネに状況報告

し対応した。 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

４ 事故防止対策について 

事故を未然に防ぐため危険箇所等を事前に

把握し定期点検を実施する。 

 

 

 

 

５ 感染症対策について 

感染対策委員会の決定事項に基づき感染者

情報の報告、感染予防対策、感染拡大防止に

努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 業務・ケアマニュアル検討会議の開催 

各種ケアマニュアルについては、利用者状

況の変化やＡＤＬの状態に合わせて見直す。 

 

 

 

７ 施設内外研修 

令和７年度の研修計画に基づき研修会に参

加し、職員の知識、技術の向上に努めます。 

 

 

 

毎月、法人主催の事故防止委員会に参加し、危険

箇所等の定期点検を実施した。また、毎朝のデイサ

ービスセンター職員ミーティングで、事故防止に向

けた留意事項を伝達した。 

 

 

 

法人が開催する「感染症対策委員会」に出席し、

道内・胆振管内・近隣市町村の感染情報を共有する

とともに町内や各事業所の発生状況を情報収集し

た。また、各事業で感染症が発生している場合は、

委員会から提示される予防策を遵守する等、委員会

と連携を図り感染予防に努めた。 

デイサービスセンターは、家庭と直結しているため

町内で発生する感染症に直接影響を受ける危険性

があることから、職員一人一人が慎重な行動を取り

感染防止に努めた。 

 

感染症予防対策研修 

内容：嘔吐時の対応確認 

日時：令和７年１２月１０日 実施 

 

 

利用者の状況変化等に応じて、各種ケアマニュア

ルの見直しを行った。 

生産性向上委員会にて業務マニュアル等の見直

しを行なっている。 

 

 

〔研修参加状況〕 

令和７年度の研修計画に基づき施設内で実施した。 

① 感染症対策研修 

日時：令和７年１１月１２日 

  



 

  

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 家族との連携 

（１） 定期的な情報交換 

① 送迎時に利用者の状況について、ご

家族等と情報交換を行う。 

 

 

② 独居利用者については、別居家族等

に必要な情報を提供する。 

 

９ 関係機関との連携等について 

（１） 地域包括支援センター等との連携 

① 地域ケア会議等へ参加し情報交換等

を行う。 

 

② 運営推進委員会（６か月１回）を開催

する。 

 

 

 

10 地域交流 

（１） 地域行事への参加 

① 利用者の希望に応じて、地域で開催

される行事に参加する。 

 

② 感染症対策研修（嘔吐時の対応確認） 

日時：令和７年１２月１０日 

③ 権利擁護、虐待防止研修 

日時：令和７年１２月２５日 

④ 認知症ケア研修 

日時：令和⑧年２月２５日 

⑤ 入浴加算に係る職員研修 

日時：令和８年３月９日 

⑥ 自然災害 BCP研修 

日時：令和８年３月９日 

 

 

 

送迎時に利用者の心身状態について本人及び家

族に健康状態等を確認したほか、利用時に懸念され

る行動等が見受けられた場合は、家族に詳細を伝え

情報共有に努めた。 

独居利用者については、別居家族等に必要な情報

を提供した。 

 

 

 

第１回 （参加） 

日時：６月１２日 １７：００ 

場所：福祉センター 

第 1回運営推進会議 

日時：令和７年９月２６日 開催 

第２回運営推進会議 

日時：令和８年３月１９日 開催 

 

 

 

６月 こども園つみき交流会（４，５歳児） 

    いなか祭りパレード見学 



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 外出支援 

利用者の意向に沿った外出支援に努める 

 

７月 夏祭り 

※あゆみ会にボランティア依頼 ６名 

９月 こども園つみき交流会（３歳児） 

    厚南デイ交流会 

１１月 厚真町文化祭へ作品を出展 

    厚南デイ交流会 

１２月 クリスマス会 

※あゆみ会にボランティア依頼 ９名 

１月 和太鼓交流会（厚南会館） 

日本舞踊鑑賞会（法人合同新年会） 

    もちつき大会（法人合同行事） 

２月 こども園つみき交流会（４歳児） 

 

４月～１１月 厚真町地域リハビリテーション活

動支援事業 利用者向け・職員向け振返りを各１回

実施 

 

 

利用者の意向を確認し、利用時間内で可能な外出

支援を次のように実施した。 

 

４月 調理レク（焼きそば） 

５月 桜見学（安平町鹿公園） 

    菜の花見学（安平町菜の花マップ） 

７月 外出デイ 

（道の駅あびらＤ51ステーション） 

８月 外出デイ（道の駅ウトナイ湖） 

１０月 外出デイ（道の駅むかわ町） 

１１月 厚真町文化祭展示見学 

 

 



令和７年度 事業実績報告書 

 

施設名 厚南デイサービスセンター             

事 業 項 目 実      績 

 

事業方針 

 介護が必要な状態になっ

ても住み慣れた地域での在

宅生活を継続するためのサ

ービスを提供し、利用者が

自分らしく生き生きとした

生活が出来るように様々な

援助を行ってまいります。 

障がいや発達に特性のあ

る児童が高齢者と交流しな

がら社会性を身につけ、心

身の成長を健全に促す支援

に取り組みます。 

 

１ 重点目標 

（１） 通所、第１号通所事

業の提供 

 

 

① 通所介護計画及

び第１号通所介護

計画書作成、サー

ビスの提供 

 

 

利用者ひとりひとりの意向や思いを汲み取り、デイサービスの利用

によってより良い生活が出来るよう通所介護・第１号通所介護計画を

作成し、個別ケアを実践していけるように努めた。 

共生型放課後等デイサービス「みんぐる」については、障がいや発達

に特性のある児童が自由にのびのびと自分らしく過ごしていただくよ

う自主性を尊重した自由な環境づくりに配慮しながら、学習支援や集

団生活への適応支援、高齢者と児童の交流など良質なサービス提供に

努めた。 

また、北海道厚真福祉会の経営理念である、利用者の自己選択と決定

を尊重し、個人の尊厳に配慮した良質かつ安心・安全なサービスを提供

する事に努めた。 

 

 

 

・ 利用者の意向に沿った通所介護計画書及び第１号通所介護計画書

を策定しサービスを提供した。 

・ 新規利用者の情報収集及びサービス担当者会議で情報収集と提供

を行った。 

サービス担当者会議出席（計画作成数） 

月 件 数 備   考 

４ ２ （会議参加者数） 

４～７名参加 

（ご家族、ご本人、あつま居宅支援事業所、ほの

ぼのライフケアあつま、地域包括支援センター、

ニチイケアセンター、マルキタ家具センター等職

員） 

５ ７ 

６ ４ 

７ ４ 

８ ４ 

９ ６ 

１０ ９ 

１１ ７ 

１２ ６ 

１ ６ 

２ ３ 
 

  



 

事 業 項 目 実      績 

  

 

 

 

 

（２） 障がい児通所支援

事業の提供 

 

 

 

① 個別支援計画書

作成、サービスの

提供 

 

（３） 個別ケアへの取り

組み 

① 利用者個別理解 

 

 

 

 

② 個別・グループ

活動への取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 件数 備   考 

３ ０  

合 計 ５８ 

 

・ 相談支援専門員が作成するサービス等利用計画に基づき、児童・保

護者の意向に沿った個別支援計画書を作成し、サービスを提供した。 

・ 相談支援事業所と連携しながら、個別到達目標の整合性、児童・保

護者もイメージできる利用計画を行った。 

 

・児童によっては、オンライン授業、みんぐるでの出張授業を学校と連

携して実施した。 

 

 

・ ミーティングや業務日誌・会議録にて情報の共有を図り、チームケ

アに取り組んだ。 

・ 利用者のニーズを取り入れ利用者自身が自己選択・自己決定できる

個別、グルーブ活動の充実に努めた。 

・ 利用者の身体機能に対応した個別機能訓練を実施した。 

・ 児童の特性に対応した支援を実践した 

 

（アクティビティ活動実施状況） 

月 活 動 内 容 

４ 風船バレー・ゲーゴールゲーム・ボーリング・ピンポン缶 

５ ゲーゴールゲーム・スカットボール・シャッフルボード 

ベンチホッケー 

６ スカットボール・ゲーゴールゲーム・ストラックアウト 

サクランボの輪投げ 

７ スカットボール・ピンポン缶・ゲーゴールゲーム・玉のせ 

８ シャッフルボード・スカットボード・ストラックアウト 

開運お手玉ボード 

９ ゲーゴールゲーム・スカットボール・シャッフルボード 

ピンポン缶 

１０ ゲーゴールゲーム・ボーリング・ストラックアウト 

サクランボの輪投げ 
 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 介護サービス充実支

援事業の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 健康管理について  

 

月 活 動 内 容 

１１ ベンチホッケー・スカットボール・シャッフルボード 

サクランボの輪投げ 

１２ ストラックアウト・トランプ・開運お手玉ボード 

ボーリング 

 １ スカットボール・ピンポン缶・ゲーゴールゲーム 

ベンチホッケ― 

２ シャッフルボード・スカットボード・ストラックアウト 

開運お手玉ボード 

３ 開運お手玉ボード・ベンチホッケー・スカットボール 

ゲーゴールゲーム 

 

（毎月の活動） 

・脳トレーニング、ぬり絵、花札、マージャン、将棋、折り紙、５並べ、

ことわざかるた、季節ごとの創作活動等。 

 

・丸山理学療法士による機能訓練体操の実施。 

実 施 日 体 操 内 容 

４月２１日 ハチマキ体操 

６月 ３日 立ち上がり体操① 

７月 ３日 立ち上がり体操② 

７月２３日 立ち上がり体操③ 

９月 １日 立ち上がり体操④ 

１０月２３日 ペットボトル・立ち上がり体操① 

１１月２１日 ペットボトル・立ち上がり体操② 

１２月１６日 ペットボトル体操 

 

・ 新型コロナウイルス感染症対策として、毎回の利用時に検温、体調

確認し感染予防に努めた。 

・ 健康で元気に過ごすための体力や免疫力を維持するため、利用者の

身体機能に対応した機能訓練・体操・活動等で筋力づくりを積極的に

勧めた。 

・ 通院、治療、処方薬状況、自宅環境などの情報収集に努めた。 

・ 利用毎のバイタルチェック及び体調の把握に努めた。 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 事故防止対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 感染症対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 業務・ケアマニュアル

検討会議の開催 

 

 

８ 施設内外研修 

 

 

・ 主治医、看護師への情報提供に努めた。 

・ 利用者に対し健康講座を実施。 

  ５月２１日～２３日「暑さに慣れて熱中症を予防しよう」 

  １０月２２日～２４日「感染症対策・手洗いチェッカー使用」 

・ インフルエンザ予防接種について文書で利用者や家族に通知 

（１０月）。 

・ ノロウイルスについて対策方法を職員に周知させ利用者や家族に

も文書で通知（１１月）。 

 

・ ヒヤリハット・インシデント・事故発生時に検討会議をし、同じ事

故の防止に努めた。 

  インシデント ２件    事故     ０件 

・ インシデント、事故について職場研修を実施した。 

  ７月２６日（デイ会議後）、１月２２日（デイ会議後） 

・ 法人の事故防止委員会に参加した。 

・ 危険箇所の安全点検を適宜実施した。 

（女子トイレドアストッパー撤去、玄関マット撤去。） 

 

・ 利用者ごとに身体状況の現状を評価し事故防止に努めた。 

・ 新型コロナウイルス感染症対策として毎月の懇談会及び文書で利

用者や家族に周知し、毎回の利用時に検温、体調確認し感染予防に努

めた。 

・ 感染症対策委員会で決定した感染予防対策を講じた。 

・ 法人の感染症対策委員会に参加した。 

・ 感染時期の感染予防の強化（うがい、手洗いの徹底・マニュアルの

確認）に努めた。 

 

・ 各種マニュアルの確認、見直しの職場研修を実施した。 

・ 施設内の研修に参加しサービスの質の向上に努めた。 

・ 月１回のデイ会議で業務の見直しを行った。 

 

・ 令和７年度施設内外研修計画に沿って研修会に参加する等サービ

ス向上に努めた。 

 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 家族との連携 

 

 

 

 

 

10 関係機関との連携等

について 

 

 

 

 

 

11 地域交流 

 

（施設内研修） 

月 研 修 内 容 

５ 入浴介助研修（１）、（２） 

７ マナーの５原則 

８ 介護職の５つのマナーについて 

１１ 入浴時のヒートショック防止について 

１１ 感染症ケア研修会 

１２ 権利擁護・虐待防止研修 

２ 認知症ケア研修会 

 

（外部研修） 

月 研 修 内 容 

５ 認知症介護基礎研修 

 

・ 送迎時に検温・体調やデイでの状況等を口頭、手紙、連絡ノートに

て情報提供を実施した。 

・ 独居利用者の家族への情報提供を実施した。 

・ 共生型放課後等デイサービスみんぐるの保護者とケアパレットのラ

インで連携し、児童利用時の活動状況を写真添付し連絡した。 

 

・ 担当ケアマネとの連携、サービス担当者会議に出席した。 

・ 積極的に担当ケアマネとの連携を密にして情報交換に努めた。 

・ 令和７年度・第１回厚真町自立支援協議会にて、共生型放課後等デ

イサービスみんぐる実績報告。（７月２９日） 

・ 令和７年度・第１回運営推進会議は、令和７年１０月２８日開催。 

・ 令和７年度・第２回運営推進会議は、令和８年２月１８日開催。 

 

（地域交流） 

実 施 日 活 動 内 容 協 力 団 体 

５月２１日 花壇植樹・花壇清掃 あゆみ会（８名） 

５月２４日 日本舞踊 日本舞踊かなめ座 

７月２３日 花壇清掃 あゆみ会（８名） 
 

  



 

事 業 項 目 実      績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 外出支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 苦情の状況 

 

14 その他 

 

 

（地域交流） 

実 施 日 活 動 内 容 協 力 団 体 

８月２１日 

 

水鉄砲射的・流しそうめん

交流会 

放課後こども教室 

８月２３日 

ならやまマルシェ交流 

（厚北地域防災コミュニ

ティセンター） 

住民団体あつまる 

カフェならやま 

厚真町社会福祉協議会 

９月２７日 花壇清掃 あゆみ会（８名） 

１１月 ３日 文化祭出品作品見学 厚南会館 

１２月１０日 
花づくり・ドライフラワー ならやまボランティアの

皆さん 

１月 ８日 

和太鼓ワークショップ 厚真郷芸保存会 

放課後児童クラブ 

あつま元気クラブ 

２月１０日 「踊り・田舎祭り音頭」 あゆみ会（８名） 

 

（外出支援） 

実 施 日 活 動 内 容 場  所 

５月 ５日 

  ～７日 
花見ドライブ 

軽舞・ルーラルビレッジ 

５月３０日 菜の花畑見学ドライブ 安平町 

６月２１日 あつまるマーケット見学 厚真町総合福祉センター 

７月 ９日 

１４日 

２２日 

外食デー 

苫小牧市内飲食店 

回転すし旬楽・そば処・ 

三星 

 

・ 無し 

 

・ 火災想定による通報訓練、避難訓練、消火訓練を実施した。 

(６月１６日、２月２７日) 

・ 洪水想定による避難訓練を実施した。（１０月１４日） 

 

 



令和７年度 事業実績報告書 

 

施設名  あつま居宅介護支援事業所 

事 業 項 目 実      績 

 

事業方針 

・ 安心して在宅生活を

継続でき、最後までそ

の人らしく生活できる

よう支援する 

 

・ 利用者の自立支援及

び家族の介護負担軽減 

 

・ 関係機関との連携、よ

りよいサービスの提供 

 

重点目標 

・ 居宅介護支援の充実 

 

 

 

 

 

 

・ サービス事業所・他機

関等との連携強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 住み慣れた地域での在宅生活継続と、その人らしい生活ができ

るよう本人の思いを重視した支援に努めた。 

 

 

 

・ 法令遵守、公平・適正なサービス提供による自立支援、介護負

担軽減に努めた。 

 

・ サービス事業所、他機関等との連携強化でより良いサービスの

提供に努めた。 

 

 

（１）契約数（令和８年３月３１日現在） 

担当 ８０件（新規 ８４件） 

（２）居宅サービス計画の作成 新規、更新、変更時に作成 

（３）サービス提供のモニタリング   毎月実施 

（４）介護保険給付管理および請求事務 毎月実施 

（５）要支援認定者の受託業務実施 ３件 

 

（１）サービス事業所 

新規、更新、変更時等にサービス担当者会議を開催し、適宜

情報交換を行った。 

（２）医療機関 

医療機関の相談員等と電話連絡し情報交換を行った。 

（３）地域包括支援センター 

新規利用、介護度変更時の引継ぎ他を行った。困難事例に関

する情報共有及び報告、検討を行った。 

（４）民生委員 

独居、老夫婦世帯の状況等に関して適宜連携した。 

 

  



事 業 項 目 実      績 

 

・研修会への出席 

 

実施日 研修名 開催地 

５月２７日 
令和７年度 安平町介護支援専門員

専門研修会 
安平町 

７月１０日 
令和 7 年度 長寿社会開発センター

研究セミナー 
オンライン 

９月 ８日 
令和７年度 高齢者支援のための情

報交換会 
安平町 

９月 ８日   

  ～ 

９月３０日 

令和７年度 北海道虐待防止推進研

修会【管理者編】 
オンライン 

９月１６日 
令和７年度 安平町社会福祉協議会 

ほっとサポート事業説明会 
安平町 

１０月２５日 
北海道介護支援専門員協会 第１回 

胆振ブロック研修会 
オンライン 

１２月１８日 
令和７年度 東胆振研修会・第１回

ケアマネカフェ東胆振編 
厚真町 

  



 

事 業 項 目 実      績 

  

 


